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	不動産学部・保証人各位
	不動産学部長からの
	ご挨拶
	世界中が持続可能な開発目標- SDGs-に取り組む中、突然のコロナ禍で、日常の生活や健康な身体の持続性は必ずしも保証されないことを実感し、改めて持続可能な社会の大切さを認識しました。17の開発目標の中に「質の高い教育をみんなに」があります。今まで以上に予測困難な時代を生きる力が求められることを踏まえ、建学の精神が示す、社会性、創造性、合理性を身につけ、不確実な国際未来社会で活躍する学生の育成に努めます。
	コロナ禍の収束が不透明な中、新年度が始まります。対面授業の予定ですが流動的な部分もあります。随時提供しますので、確認をお願いします。
	社会に出る前の教育機関の大学では、資格取得やインターンシップ、就職活動なども重要です。感染防止と健康保持を優先して遠隔授業を主とした2020年度は、学生間の切磋琢磨や社会との接点など刺激を受ける機会が制約されました。3名の不動産鑑定士試験（論文式）の合格者を出すなど、そのような環境でも努力する動機をもち、自律的に取り組む学生は成果を上げました。各学生の昨年の経験を踏まえ、2021年度の目標と工程表の明確化をお願いします。ああ
	保証人の皆様との
	コミュニケーション
	不動産学部では、保証人の皆様とのコミュニケーションの機会を大事にしています。
	●保証人向けオリエンテーション
	３月26日（金）に、在校生保証人のためのオリエンテーションを予定しています。詳細は不動産学部HPからお知らせします。
	●学期末などのお手紙
	学期末など節目の際に、学部長からお手紙をお送りいたします。よくお読みいただき、学業やキャンパス生活の状況をご理解ください。
	●教育後援会主催の教育懇談会
	浦安キャンパス、札幌から那覇の各地で教育懇談会を開催し個別面談を実施しています。
	就職関係のお知らせ
	就職支援委員会では、例年インターンシップ派遣（春季と夏季の２回：主に１、２年生対象）、就職合同ゼミの開催（春、夏、冬に各１回）、合同企業説明会（不動産学部主催）、不動産学部学生向け就職ガイドブックの配布（11月に配布：３年生対象）を実施しています。さらに、(株) LIXILリアルティとの連携により最新の業界情報を得られるよう努めています(写真は同社幹部による本学での講演風景)。また、キャリアサポートセンターと連携し、専門的知見を持つ「就活コーチ」による個別指導も実施され好評を得ています。学部同窓会...
	その他、学部に関する情報が 明海大学不動産学部ホームページ www.meikai-re.jp
	に掲載されています。ぜひご覧ください。
	宅地建物取引士試験に合格するために
	■宅建試験の難易度が上がっています
	保証人の皆様も既にご存知のことと思いますが、不動産学部では、遅くとも2年生までに宅建士試験に合格することを目標としています。①宅建士試験の勉強は不動産学の専門的な内容を学ぶ上での基礎になる、②合格者は就活で有利になる、というのがその理由です。
	しかし、宅建試験の難易度は上がっています。平成28年以降、合格点は35点を下回ったことがありません(50点満点)。令和２年度10月の合格点は、なんと38点でした。ミスが許されない、難しい試験になったと言えます。でもだからこそ、価値があると言えます。難易度の高い試験に合格でするからこそ、企業側からも評価され、学生も自信を持つことができるのです。
	■万全な支援体制を用意しています
	宅建未合格の2年生には「不動産取引演習C」という講義が用意されています（3年生への進級要件にもなっています）。講義はかなり早いペースで進みますが、予習して講義に臨み、指定された問題集を解き復習することで合格に必要な力を確実につけることができます。
	３，4年生には、学部講義はありませんが、オープカレッジや、特別講義の動画配信など、学生が自分の弱点を補強する手段をたくさん用意しています。しっかり活用すれば必ずや在学中に合格できるはずです。
	■合格を勝ち取るために
	入学段階ではほとんどの学生が「宅建試験に合格したい」と言います。しかし残念ながら1年間の勉強で、その難しさを知り、あきらめてしまう学生も少なくありません。
	コロナ禍でも合格する学生は合格しています。テキストをしっかり読んで理解する（丸暗記では応用問題に対応できません）。問題演習を繰り返す。模擬試験を受けて復習する。基本を守ることで必ず合格できます。
	一人でも多くの学生を合格に導くべく、我々教員一同も全力を尽くします。保証人様からも、初志貫徹の精神で勉学に取り組むべく、学生を励まして頂ければ幸いです。
	不動産鑑定士の資格取得と支援体制
	■不動産鑑定士試験に４年生２名が合格！
	不動産学部4年生の戴 小龍さん（留学生）と名古屋 瑠花さんが、不動産鑑定士試験に見事合格しました。不動産鑑定士試験は、文系三大国家試験（弁護士・会計士・鑑定士）の一つです。
	不動産学部では、2019年の5月28日（火）より、「反転学習✕アクティブ・ラーニング で 不動産鑑定士」勉強会を立ち上げ、合格を目指して勉学に励んでいます。昨年は現４年生の蓜島三弥さんが合格し、これまでに、メンバーの３名が合格を果たしました。引き続き、不動産鑑定士試験の合格者の輩出に努めて参ります。
	■実務修習実地演習大学に認定された唯一の大学
	不動産鑑定士になるには、不動産鑑定士論文試験合格後に、実務修習を行い、修了考査に合格する必要があります。不動産研究センター(新宿サテライトキャンパス)は大学に設置されている日本唯一の実務修習機関です。その意味するところは、本学は卒業までに鑑定士資格を取得できる唯一の大学であることです。現在、蓜島三弥さんが実務修習中で、卒業を待たずに鑑定士資格を取得予定です。
	卒業論文発表会を実施
	退職教員よりご挨拶
	その他、学部に関する情報が 明海大学不動産学部ホームページ www.meikai-re.jp
	に掲載されています。ぜひご覧ください。



